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次の議会定例会は、３月８日開会予定です。
傍聴などについてのお問合わせは、議会事務
局にお気軽にお尋ねください。
　電話　０９８４－４２－５１３８（直通）

※議会傍聴をしてみませんか。

  祝 二十歳（旧成人式）
おめでとうございます

  祝 二十歳（旧成人式）
おめでとうございます
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ご
あ
い
さ
つ

温 谷  文 雄

　
光
陰
矢
の
ご
と
し
　
今
年
も
最
早
２
月

と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
２
月
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
今
な
お
悲
惨
な
戦
争
が
続
い
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
は
﹁
戦
争
と
平
和
﹂
の
作

家
で
あ
る
世
界
的
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
を
生

ん
だ
国
。
戦
争
は
、
庶
民
に
と
っ
て
勝
者

も
敗
者
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
世
界
の
食
糧
庫
。
そ
の
戦
争

の
所
為
で
燃
料
や
食
品
・
飼
料
等
の
高
騰

が
世
界
で
も
日
本
で
も
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
早
く
悲
惨
な
戦
争
が
終
わ
っ
て
欲

し
い
と
望
み
ま
す
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
は
世
界
中
で
、
日
本

中
で
、
宮
崎
県
内
で
も
感
染
が
広
が
り
治

ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
医
療
機
関
は
新

型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
非
常
に

危
機
的
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
発
生
し

養
鶏
場
で
は
全
殺
処
分
さ
れ
鶏
肉
や
鶏
卵

は
高
騰
し
て
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
霧
島
連
山
の
新
燃
岳
は
、
山
腹
の
膨
張

が
続
き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
高
原
町
は
、
霧
島
連
山
の
直
下

に
あ
り
風
光
明
媚
な
地
域
な
の
で
す
が
12

年
前
の
噴
火
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
昨
年
台
風
14
号
で
、
高
原
町
の

水
源
地
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
な
お
、
仮
復
旧
で
の
水
道
で
す
。
本
復

旧
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
の
４
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
あ

り
４
月
９
日
に
は
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

が
、
23
日
に
は
町
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り

ま
す
。
ど
こ
の
自
治
体
で
も
議
員
の
成
り

手
不
足
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
少
し
で
も
成
り
手
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
昨
年
４
月
に
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
選
挙
費
用
の
公
費
負
担
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
と
す
る
と
立
候
補
し

易
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
が
、
全
て
の
選

挙
費
用
の
全
額
公
費
負
担
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
詳
し
く
は
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
高
原
町
の
病
院
問
題
や
小
中
学
校
の
統

廃
合
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
等
町
民
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
会
を
２
月
４
日
、
５
日

13
時
半
〜
15
時
ま
で
２
日
間
、
ほ
ほ
え
み

館
で
直
接
参
加
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
議
員
と
町
民
と
の
﹁
議
員
と
ふ
れ
あ

い
話
そ
う
会
﹂
の
タ
イ
ト
ル
で
開
催
し
ま

す
。

　
暗
い
記
事
を
冒
頭
か
ら
記
述
し
ま
し

た
の
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今

年
は
う
さ
ぎ
年
、
高
原
町
民
に
と
っ
て

元
気
よ
く
、
明
る
い
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
御
祈
念
致
し
ま
す
。

今年もよろしくお願いします今年もよろしくお願いします

議員とふれあい話そう会
〜町民のみなさまとの意見交換会〜〜町民のみなさまとの意見交換会〜

令和５年２月４日（土）１３：３０〜１５：００
２月５日（日）１３：３０〜１５：００

高原町議会
主  催

ほほえみ館中研修室または、オンライン会議

※ご都
合のい

い日に

　ご参
加くだ

さい。
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12月定例議会のあらまし

議案の概要

令和４年度　高原町一般会計補正予算（第８号から第１１号）の主な内容

◯台風１４号による災害被害対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６９万４千円　

◯子育て世帯等臨時特別給付金支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１憶６７万５千円

　　電力・ガス・食料品等の価格高騰により、特に家計への影響が大きい低所得世帯、住民税非課

　税世帯等に対し、１世帯当たり５万円を給付。

◯公共土木施設災害復旧費（現年災害）・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８３２万８千円

　　台風１４号で被災した公共土木施設の復旧工事のための測量設計委託業務及び崩土撤去等の経

　費。

◯皇子原公園内に小水力発電装置を設置する費用・・・・・・・・・・・・・・・・・３６０万円

◯障害者介護給付・訓練等給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，４５４万２千円

　　障害児給付費や補装具の追加費用。

◯原油価格や物価高騰に関する支援事業

　　・障害福祉サービス施設や子供関連施設への支援事業・・・・・・・・・・・・・２７９万円

　　・高齢者施設等への支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８０万円

　　・医療施設への支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３０万円

◯新型コロナウイルス感染症対策における肉用牛肥育経営緊急支援対策事業補助金・・４３５万円

　　牛マルキン事業で算出された損失額の一部を補助する。

　※牛マルキンとは

　　肥育農家の標準的販売価格が標準的生産費を下回ったとき、生産者の拠出と国の補助により造

　成した基金からその差額の９割の補てん金を生産者に交付し、肉用牛肥育農家の経営安定を図る。

◯農道や水路の維持補修にかかる経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

　　台風１４号等の影響による、町内の農道、水路の補修費用。

◯企業立地促進事業（上水道使用料助成費用）・・・・・・・・・・・・・・・・１５６万３千円

　　宮崎フリーウェイ工業団地へ進出した企業へ、上水道使用料を助成。

　令和４年１２月定例会は、１２月７日に召集され、１２月１６日までの１０日間の日程で開

催されました。

　今定例会は、令和４年度補正予算１１件、人事案件１件、条例改正７件、その他２件の審議

を行い、いずれも提案の通り可決しました。

　また、委員会発議の「水道施設の災害復旧に係る財政支援の充実を求める意見書」１件を可

決しました。

委員の選任 ★固定資産評価審査委員会の委員の選任について同意しました。・・・内 村　宗 則さん

▲（参考）狭野地区実証実験装置 ▲皇子原公園ポテンシャル測定



◯「みやざき再生支援特別貸付」を利用した業者へ利子補給を行う費用・・・・・２２１万９千円

　　県が実施する「みやざき再生支援特別貸付」を利用した中小企業者等へ利子補給を行う費用。

◯町内事業者に対する原油価格、物価高騰対策支援事業補助金・・・・・・・・・２，４４８万円

◯稼ぐ観光地域づくり推進支援事業補助金

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００万円

　　観光誘客コンテンツの造成や実証を行う経費。

◯企業版ふるさと納税・クラウドファンディング活用事業

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５８万８千円

　　専門的知識やノウハウを有する企業の人材を受け入れ、

　地方創生や地域活性化の取組を充実・強化する経費。

◯災害協定施設の整備に対する助成・・・・・・２００万円

　　災害協定施設の電源施設整備に対する助成費用。

◯台風１４号で被災した農地の復旧工事費・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４９万９千円

◯台風１４号で被災した農業用施設災害復旧工事費・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

◯７月豪雨で被災した公共土木施設（河川）の復旧工事費・・・・・・・・・・・１，８９５万円　　

◯「神武の里たかはる」まち・ひと・しごと推進基金への積立金・・・・・・・・・・４４５万円

　　企業版ふるさと納税を基金へ積立。

◯高原町公共施設等整備基金への積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・１，００２万９千円

　　今後の公共施設の整備費用に対する財源確保のため、基金へ積立。

令和４年度　高原町水道事業会計補正予算（第１号から第３号まで）の主な内容

◯原水浄水及び配水費（水源地の二次災害防止対策や仮設導水管布設など）　１，４９７万６千円

◯配水送水工事費（仮設ポンプの設置）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１７万円

◯配水浄水工事費（水源地土砂崩れ復旧の設計業務）・・・・・・・・・・・・・・・５００万円
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　台風１４号により、大規模な山林崩壊が発生

し、町の水道施設が甚大な被害を受け、町内の

約７割の世帯が１０日間にわたり断水するなど、

町民生活に大きな影響がありました。

　「激甚災害に対処するための特別の財政援助

等に関する法律」においては、公営企業として

運営されている水道施設の復旧事業は対象とさ

れていないことから、水道事業を追加し、災害

復旧事業の補助対象についても柔軟な取り扱い

を図ることなどの意見書を国に提出しました。

▲商工会と連携した事業者支援

水道施設の災害復旧に係る財政支援の充実を求める意見書国へ
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令和４年　第６回定例会　議決結果（内容）

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例
議　案
第57号 −○欠○○○○○○●

職員の高齢者部分休業に関する条例
議　案
第58号 −○欠○○○○○○○可

決

分担金を徴収すべき事業について
議　案
第59号 −○欠○○○○○○○可

決

定住自立圏形成協定の変更について
議　案
第60号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町一般会計補正予算（第１１号）
議　案
第61号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議　案
第62号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議　案
第64号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町水道事業会計補正予算（第３号）
議　案
第65号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町病院事業会計補正予算（第２号）
議　案
第66号 −○欠○○○○○○○可

決

水道施設の災害復旧に係る財政支援の充実を求める意見書（案）
発　委
第１号 −○欠○○○○○○○可

決

令和４年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議　案
第63号 −○欠○○○○○○○可

決

固定資産評価審査委員会の委員の選任について
同　意
第４号 −○欠○○○○○○○同

意
専決処分について（専決第１４号）
令和４年度高原町一般会計補正予算（第８号）

承　認
第11号 −○欠○○○○○○○承

認
専決処分について（専決第１５号）
令和４年度高原町水道事業会計補正予算（第１号）

承　認
第12号 −○欠○○○○○○○承

認
専決処分について（専決第１６号）
令和４年度高原町一般会計補正予算（第９号）

承　認
第13号 −○欠○○○○○○○承

認
専決処分について（専決第１７号）
令和４年度高原町一般会計補正予算（第１０号）

承　認
第14号 −○欠○○○○○○○承

認
専決処分について（専決第１８号）
令和４年度高原町水道事業会計補正予算（第２号）

承　認
第15号 −○欠○○○○○○○承

認
高原町議会議員及び高原町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例

議　案
第52号 −○欠○○○○○○○可

決

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第53号 −○欠○○○○○○○可

決

高原町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第56号 −○欠○○○○○○○可

決

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第54号 −○欠○○○○○○●可

決

議会の議員の議員報酬・費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第55号 −●欠○○○●○○●可

決

可
決

※物価高騰における厳しい経営についての報告やテーマごとに意見交換が行われました。

　「高原は魅力のあるまちであり、登山でも注目されるまちである。観光客を出迎えるにはトイレの整

備は大事である。」「このような意見交換会については、他の会員も各自意見を持っているので、今後

も続けていき、町を動かすような会議にしていきたい。」との意見も出されました。

○日　時：令和４年１１月２２日（火）

○場　所：商工会　

○参加者：各役員と議員など３２名

・原油・物価高騰による事業者への影響について

・地域商社ツナガルたかはる株式会社のこれまでの取組み、これからの取組み

・アフターコロナのインバウンド （外国人観光客） 誘致策や観光ガイド等の対応

・町内の観光施設、スポーツ施設、公園、 駅舎などのトイレの整備について

・指定管理者について

・議員の仕事と議会の役割について

・観光協会の活動と予算についてどう考えているか

・その他

商工会・観光協会との意見交換会

テーマ
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１．期　　日　令和４年１０月２４日（月）

２．調査内容　台風１４号による常盤台水源地の被災状況確認や町当局の対応等について聞きとり

　　　　　　　をおこなった。

３．考　　察　現地調査では、被災規模の大きさに驚愕すると共に、仮復旧に向けて二次災害も予

　　　想される中、日夜、御尽力いただき、無事完遂させた関係者各位には敬意を表すると共に改

　　　めて、自然災害に対応する重要性を再認識させられた。

　　　　町当局も今和５年１月中に災害査定を終え、あらゆる

　　　関係機関を通じて財源確保に努め、令和５年度中の完全

　　　復旧を目指したいとの事であった。

　　　　また、議会も今回の教訓を生かすべく、あらゆる防災

　　　対策に配慮しながら「町民の暮らしやすいまちづくり」

　　　の一助となれるよう努めていきたい。

台風１４号で被災した水道施設の現地調査

【目　的】本町の「学校建設」については、併設型の一貫教育校としての方向性が決定するととも

　　　　に、建設場所も決定し、現在は新校舎を中学校とすることなどが協議されている段階であ

　　　　る。そのような中、特別委員会では先進事例として新富町の「学びの丘新田学園」と日

　　　　南市の「北郷小中学校」を２班に分けて視察調査を行った。

１．期　　日　令和４年８月１９日（金）

２．調査内容　小中一貫教育へ移行するまでの経緯について、小中一貫教育のメリット・デメリッ

　　　　　　　トについて、建設経費、廃校の活用について、通学手段について、保護者等への説

　　　　　　　明会における質問や意見、その対応について等

３．考　　察　

　１班　総務経済常任委員会・・・学びの丘上新田学園は、平成３０年４月に施設一体型小中一貫

　　　　　　　　　　　　　　　校として開校し、心豊かで、たくましく、将来を生き抜く児童生

　　　　　　　　　　　　　　　徒の育成を教育目標とし、９年間を見通し、小中学校全教職員が、

　　　　　　　　　　　　　　　力を合わせ、地域の良さや教育資源を生かした教育活動を展開し、

　　　　　　　　　　　　　　　一人一人の児童生徒に「夢」を育みながら、教育目標の具現化を

　　　　　　　　　　　　　　　図られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　大いに参考になり、実りある視察研修となった。本町も令和８

　　　　　　　　　　　　　　　年度に小中一貫校として開校予定であるので、先進地の事例等参

　　　　　　　　　　　　　　　考に、最高の教育行政を目指してほしい。

２班　文教厚生常任委員会・・・北郷小中学校は、平成２１年に開校し、小中一貫校により、９年

　　　　　　　　　　　　　　　間、継続的な学習指導や生活指導が展開され、小中学校の教職員

　　　　　　　　　　　　　　　の連携により、授業や活動の円滑や運営及び乗り入れ指導がなさ

　　　　　　　　　　　　　　　れていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　異年齢間の交流、集団生活などにすることができるなど、メリ

　　　　　　　　　　　　　　　ットがあるが、人間関係の固定化などのデメリットもあるため、

　　　　　　　　　　　　　　　事前に教育内容、課程を検討することが重要と感じた。

公共施設の在り方検討特別委員会行政調査
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総務経済常任委員会の行政調査

文教厚生常任委員会の行政調査

１．期　　日　令和４年１１月１１日（金）

２．場　　所　「たからべ森の学校」　鹿児島県曽於市財部町

３．調査内容　令和８年度開校を目指す高原町小中学校統合に伴う廃校施設等利用の取り組みにつ

　　　　　　　いて「たからべ森の学校」の視察研修を実施した。

４．考　　察　平成２５年５月「たからべ森の学校」開設以来、職業訓練事業に取り組み高原町出

　　　　　身者（３０代男性）を含む過去９年間で２７２名の卒業生を輩出している。

　　　　　　また、施設利用者もコロナ禍で減少したものの除々に回復の傾向にあるとの事であった。

　　　　　　近々、結婚式も企画され、有害鳥獣による農作物被害対策として高級ジビエ商品開発

　　　　　や狩猟後継者及び、林業従事者育成を目指し、更に、地域との関わりを密にしながら、

　　　　　今後の事業展開への自負を小野代表の説明から感じられた。

　　　　　　一方、曽於市も財産の無償貸付にて、立地協定を締結された事は、施設等の維持管理

　　　　　に要する多額の費用や地域で雇用等を考慮されての決断に思われた。

　　　　　　今回の調査で、限りなく人口減少が予想される中、民間事業の活力導入も視野に入れ

　　　　　ながら本町の廃校等活用への一助となれる

　　　　　よう取り組んでいきたい。

１．期　　日　令和４年１１月１６日（水）

２．場　　所　議員控室 

３．目　　的　新型コロナウイルス感染症拡大のため、今年度は清渓セミナーにオンライン研修で

　　　　　　　参加し、 本町の行政推進に資する。

　　○講　座Ⅰ「今あらためて地方創生を考える」

　　　　　　　　・講　師・・・石破　茂 衆議院議員

　　○講　座Ⅱ「人口５，０００人の小さな町はなぜ進化し続けるのか」

　　　　　　　　・講　師・・・認定ＮＰО法人グリーンバレー　理事　大野　信也 氏

　　　　　　　　「過疎化の現状を受け入れ、数ではなく過疎の中身を改善する計画を行った町の

　　　　　　　　紹介。」徳島県神山町人口（２０２０年４，６４７人）（１９５５年２０，５０２人)

　　○神山プロジェクトを展開 

　　　　　　　　・ワークインレジデンス（町の将来にとって必要な働き手や企業者の誘致）ビス

　　　　　　　　トロ、カフェ、パン屋、ピザ屋、靴屋、惣菜店、ゲストハウス、コーヒー焙煎所

　　　　　　　　などが開業。他サテライトオフィス１４社、神山まるごと高専２０２３年開校。

４．考　　察　人材集積と地域内経済循環による地方

　　　　　　創生を図る事例が紹介されました。働き

　　　　　　方や働く場所の自由度を高め、地方に高

　　　　　　度な職を呼び込むとともに、新たなサー

　　　　　　ビスを生み出し、観光等との連携によっ

　　　　　　て地域外から外貨を取り込み、地域内経

　　　　　　済の循環によって発展がなされています。

　　　　　　議会として何ができるのか、役割を考え

　　　　　　させられた調査でした。
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○
教
育
行
政

問　
新
校
舎
建
設
の
進
捗
状

況
は
。

答　
基
本
計
画
策
定
に
時
間

を
要
し
て
い
る
が
令
和
７
年

度
ま
で
に
校
舎
建
設
を
行
う
。

問　
２
学
期
制
が
効
果
的
で

あ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
見
直

し
は
。

答　
２
学
期
制
は
、
き
め
細

や
か
な
指
導
が
で
き
る
な
ど

効
果
的
で
あ
る
。

問　
小
中
一
貫
校
準
備
委
員

会
の
志
願
者
数
は
。

福澤　卓志議員
ふくざわ　      たくじ

選
ば
れ
る
町
と
な
る
た
め
に
も
、

教
育
環
境
整
備
と
学
期
の
見
直
し
を

選
ば
れ
る
町
と
な
る
た
め
に
も
、

教
育
環
境
整
備
と
学
期
の
見
直
し
を

答　
２
名
。

問　
議
題
内
容
は
当
局
か
ら

の
み
か
。

答　
当
局
や
委
員
か
ら
募
り

協
議
し
て
い
く
。

問　
傍
聴
可
能
か
、
議
事
録

の
作
成
を
行
う
か
。

答　
傍
聴
可
能
と
し
、
議
事

録
の
作
成
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
す
る
。

○
環
境
行
政

問　
ゴ
ミ
処
理
方
法
の
検
討

が
必
要
で
は
。

答　
断
水
に
伴
う
節
水
の
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
か
ら
処
理

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
緩
和

し
て
い
る
が
、
今
後
は
通
常

通
り
お
願
い
し
た
い
。

問　
ゴ
ミ
分
別
に
関
す
る
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
検
索
見
直
し

が
必
要
で
は
。

答　
改
善
す
る
。

問　
ゴ
ミ
袋
を
分
別
ご
と
に

色
分
け
出
来
な
い
か
。

答　
考
え
は
な
い
。

問　
豆
辞
典
の
新
版
が
必
要

で
は
。

答　
検
討
す
る
。

問　
企
業
広
告
を
兼
ね
た
ゴ

ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
作

成
出
来
な
い
か
。

答　
調
査
研
究
す
る
。

○
水
道
行
政

問　
断
水
と
な
っ
た
地
域
の

水
道
料
金
を
減
免
出
来
な
い

か
。

答　
10
月
使
用
料
（
11
月
請

求
分
）
を
半
額
と
し
た
。

問　
水
道
課
の
企
業
会
計
負

担
か
。

答　
予
定
給
水
収
益
の
５
０

０
万
円
が
減
額
と
な
っ
た
が

企
業
会
計
の
負
担
と
し
た
。

問　
一
般
会
計
等
か
ら
の
補

填
が
出
来
な
い
か
。

答　
考
え
は
な
い
。

問　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

設
置
が
出
来
な
い
か
。

答　
町
単
独
の
整
備
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
考
え
は

な
い
。

○
総
合
政
策
行
政

問　
講
演
の
計
画
は
年
間
に

何
回
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　
各
課
・
各
分
野
の
取
り

組
み
に
任
せ
て
い
る
。

問　
広
原
定
住
促
進
住
宅
造

成
に
は
補
助
金
が
入
っ
て
い

る
か
。

答　
国
の
補
助
金
が
入
っ
て

い
る
。

問　
造
成
等
に
か
か
っ
た
費

用
は
。

答　
用
地
取
得
１
，
２
０
０

万
円
、
測
量
等
７
０
０
万
円
、

建
設
用
地
造
成
等
４
，
２
０

０
万
円
。

問　
地
目
・
用
途
変
更
出
来

る
か
。

答　
変
更
す
る
と
国
費
返
還

等
生
じ
る
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

陣　　圭介議員
じん　　      けいすけ

○
後
見
制
度

問　
対
象
者
は
、
早
急
に
財

産
管
理
が
必
要
な
状
況
。
要

綱
に
期
間
の
規
定
は
あ
る
か
。

答　
調
査
事
項
の
項
目
は
あ

る
。 住

民
に
優
し
い
行
政
運
営
を

住
民
に
優
し
い
行
政
運
営
を

問　
審
判
確
定
ま
で
の
対
応

に
つ
き
、
対
象
者
の
経
済
事

情
等
の
配
慮
は
あ
る
か
。

答　
成
年
後
見
制
度
上
な
い
。

○
産
廃
対
策

問　
町
内
の
処
理
施
設
に
令

和
３
年
度
か
ら
熊
本
県
の
事

業
者
が
県
の
要
綱
に
基
づ
か

ず
産
廃
搬
入
を
行
っ
て
い
る
。

宮
崎
県
の
指
導
は
。

答　
同
社
を
訪
問
し
た
り
、

搬
入
先
事
業
者
に
対
し
宮
崎

県
の
指
導
要
綱
遵
守
に
つ
き

繰
り
返
し
要
請
す
る
が
、
違

法
で
は
な
い
と
し
指
導
に
応

じ
な
い
。

問　
本
町
と
し
て
の
考
え
は
。

答　
現
状
を
是
正
す
べ
く
尽

力
し
て
い
き
た
い
。

○
国
保
制
度

問　
高
額
医
療
費
に
係
る
国

の
負
担
金
廃
止
に
つ
き
考
え

は
。

答　
市
町
村
の
負
担
や
保
険

料
に
跳
ね
返
る
制
度
と
な
る

の
で
あ
れ
ば
、
反
対
す
べ
き
。

問　
生
活
保
護
受
給
者
の
国

保
等
へ
の
加
入
が
検
討
さ
れ

る
。
考
え
は
。

答　
国
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
べ
き
と
の
捉
え
方
。

○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問　
当
局
の
対
応
に
つ
き
、

主
観
的
、
一
方
的
と
判
断
さ

れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
受
付
窓
口
を

広
域
化
し
専
任
の
弁
護
士
等

を
配
置
し
て
は
。

答　
確
か
に
指
摘
の
部
分
が

懸
念
さ
れ
る
。
受
付
窓
口
の

広
域
化
、
第
三
者
機
関
へ
の

外
部
委
託
も
含
め
、
今
後
検

証
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

○
病
院
事
業

問　
イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
つ
き
、
担
当
者

個
人
が
主
観
を
も
っ
て
報
告

し
な
い
こ
と
は
防
止
で
き
な

い
の
で
は
。

答　
レ
ポ
ー
ト
は
積
極
的
な

提
出
を
求
め
て
い
る
。

問　
レ
ポ
ー
ト
を
出
す
か
否

か
の
判
断
を
担
当
者
の
主
観

の
み
に
任
せ
て
よ
い
も
の
か
。

基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

是
正
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
民
か
ら
は
他
の
病
院

（
好
ま
し
く
は
民
間
病
院
）

と
連
携
し
職
員
を
相
互
に
出

向
さ
せ
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
を
体
験
さ
せ
る
べ
き
と

の
ご
提
案
が
あ
る
が
。

答　
現
在
３
公
立
病
院
で
は

経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
策
定
中

で
あ
り
、
そ
の
中
に
公
立
病

院
同
士
の
連
携
が
あ
る
。
そ

れ
も
踏
ま
え
人
的
な
交
流
は

今
後
の
協
議
の
中
で
出
し
て

い
く
。

▲にしもろ地区権利擁護推進センター
　「つなご」

▲高原病院
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中村　　昇議員
なかむら　　   のぼる

問　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
回
答
で
は
、「
暮
ら

し
向
き
が
苦
し
く
な
っ
た
」

が
63
％
。
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
は
、
「
高
す
ぎ
る
の

で
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
」
が

65
％
。
来
年
度
の
保
険
税
は

ど
う
考
え
る
か
。

答　
医
療
費
の
状
況
が
ど
う

な
る
か
。 

ま
た
県
の
方
針

（
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
な
く
す
）
を
無

視
で
き
な
い
。

問　
町
民
の
暮
ら
し
を
見
れ

ば
、
国
保
税
は
一
般
会
計
か

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

○
未
加
入
職
員
の
自
治
会
加

入
を

問　
公
務
員
と
し
て
の
「
初

心
」
を
忘
れ
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
。
自
治
会

を
通
じ
て
地
域
に
か
か
わ
る

こ
と
で
、
現
場
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
か
、
ま
た
誰
の

た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
と

い
う
初
心
と
本
質
を
問
い
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
治

会
加
入
の
要
請
を
。

答　
未
加
入
者
は
３
名
で
、

加
入
率
は
97
％
、
（
１
８
０

名
）
加
入
に
つ
い
て
は
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

○
病
児
保
育
の
設
置
を

問　
県
内
で
は
９
市
の
ほ
か

８
町
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

木
城
町
で
は
、
子
育
て
ア
ン

ケ
ー
ト
で
子
供
が
急
に
病
気

に
な
っ
た
時
に
、
面
倒
を
見

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
の

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
と

し
て
病
児
保
育
が
始
め
ら
れ

た
。
本
町
で
も
、
２
０
０
４

年
、
18
年
前
の
次
世
代
ア
ン

ケ
ー
ト
で
２
４
５
人
の
方
が

設
置
を
希
望
し
て
い
た
が
、

未
だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
な
対
応
を
。

答　
現
状
は
厳
し
い
と
考
え

る
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て

問　
今
年
度
内
に
医
師
の
退

職
者
が
出
る
が
、
医
師
の
確

保
は
。

答　
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

問　
西
臼
杵
の
高
千
穂
町
立

▲川南町 病児・病後児保育施設受付

▲川南町 病児・病後児保育施設「ケアルームこどみん」パンフレット

病
院
で
は
、
自
治
医
科
大
よ

り
４
名
の
医
師
の
派
遣
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
西
諸
か
町

立
で
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
な
か
な
か
厳
し
い

現
状
に
あ
る
。

問　
受
付
の
対
応
、
医
師
や

職
員
の
対
応
、
夕
方
の
受
付

な
ど
町
立
病
院
の
対
応
の
改

善
を
望
む
方
が
多
く
お
ら
れ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答　
そ
の
よ
う
な
声
に
真
摯

に
伺
う
機
会
を
設
け
る
な
ど

内
部
改
革
も
大
事
。
夕
方
診

療
は
検
討
す
る
。

▲高原病院内科診療

※コロナ禍前の写真です。※コロナ禍前の写真です。
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ここが聞きたい　　　問＆答

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

問　
町
立
病
院
は
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
。

答　
公
立
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
の
方
針
に
沿
っ
て
、
経

営
強
化
を
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
地
域
医
療
体
制

に
つ
い
て
は
。

答　
退
職
者
の
補
充
を
せ
ず
、

令
和
５
年
度
か
ら
胃
カ
メ
ラ

等
を
除
い
た
人
間
ド
ッ
ク
に

代
わ
る
検
査
内
容
に
す
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体

制
は
。

答　
入
院
患
者
は
、
面
会
を

予
約
制
に
す
る
等
の
感
染
対

町
の
将
来
像
に
つ
い
て

町
の
将
来
像
に
つ
い
て

策
を
し
て
い
る
。
在
宅
医
療

も
検
討
し
て
い
く
。

問　
小
中
学
校
統
廃
合
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

答　
「
高
原
町
一
貫
教
育
準

備
委
員
会
」
で
協
議
し
、
令

和
８
年
４
月
の
開
校
に
向
け

て
進
め
て
い
く
。

○
環
境
行
政

問　
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処

理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
適
正
に
処
理
し
て
い
る
。

問　
区
長
よ
り
県
に
対
し
疑

義
が
生
じ
た
と
説
明
を
求
め

て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

答　
処
理
業
者
と
県
に
対
し

町
民
に
説
明
の
場
を
設
け
る
。　
　

○
防
災
対
策

問　
台
風
14
号
に
よ
る
被
災

状
況
と
対
応
は
。

答　
停
電
被
害
が
１
，
６
８

０
戸
、
断
水
被
害
世
帯
が
３
，

３
０
４
世
帯
、
商
工
業
事
業

者
は
、
被
害
件
数
10
件
、
農

作
物
等
施
設
33
件
、
農
作
物

等
の
被
害
面
積
３
４
０
ha
、

第
２
水
源
施
設
の
埋
没
及
び

導
水
管
の
流
失
等
が
あ
り
順

次
復
旧
中
で
あ
る
。

問　
高
原
町
の
被
害
額
は
。　

答　
２
億
５
，
２
２
０
万
円

で
あ
る
。
内
訳
は
、
立
木
被

害
見
込
み
額
約
９
百
万
円
、

分
収
林
で
倒
木
約
６
百
万
円
、

農
作
物
等
施
設
約
１
千
７
百

万
円
、
農
作
物
等
約
２
千
万

円
、
農
地
及
び
農
業
施
設
で

約
１
，
１
２
０
万
円
、
水
道

施
設
で
約
６
千
万
円
、
倒
木
、

土
砂
撤
去
等
約
６
８
０
万
円
、

道
路
施
設
の
災
害
査
定
申
請

６
件
、
申
請
額
１
億
２
，
１

２
１
万
円
で
あ
る
。

問　
町
道
４
箇
所
の
通
行
止

め
の
取
組
は
。

答　
一
箇
所
は
、
災
害
査
定
、

三
箇
所
は
、
地
権
者
と
協
議

し
復
旧
し
た
い
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

問　
災
害
時
の
独
居
老
人
へ

の
支
援
対
応
は
。

答　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
中
で
あ
る
が
、
本

人
同
意
が
と
れ
て
な
い
。

▲水源施設の復旧作業

▲産業廃棄物を運搬するトラック
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温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

○
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
町
政

運
営
に
つ
い
て

問　
陳
情
、
要
望
等
の
現
状

と
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
３
年
以
前
の
３
年

間
で
45
件
あ
り
、
解
決
済
み

が
19
件
、
残
り
は
国
や
県
の

財
源
確
保
要
望
等
に
努
力
し

て
い
る
。

○
組
織
改
革
に
よ
る
効
果
と

課
題
に
つ
い
て

問　
行
政
改
革
推
進
室
設
置

の
目
的
は
。

答　
子
育
て
支
援
充
実
の
た

高
原
町
政
運
営
の
安
定
化
へ
向
け
て

高
原
町
政
運
営
の
安
定
化
へ
向
け
て

め
の
組
織
見
直
し
検
討
や
病

院
事
業
の
経
営
改
革
に
伴
う

業
務
等
を
主
に
実
施
す
る
。

問　
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
新

設
へ
の
対
応
は
。

答　
子
育
て
に
つ
い
て
は
一

つ
の
組
織
で
の
対
応
を
検
討

し
て
い
る
。

問　
課
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
。

答　
国
・
県
の
新
施
策
や
町

の
重
点
施
策
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
行
政
推
進
や
行
政
改
革

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
き

た
。

○
職
員
構
成
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て

問　
職
員
数
と
町
内
外
在
住

構
成
は
。

答　
職
員
数
１
８
０
名
（
男

性
１
１
６
名
、
女
性
64
名
）

で
町
内
在
住
98
名
、
町
外
在

住
82
名
で
あ
る
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
数

と
処
遇
に
つ
い
て
は
。

答　
１
３
９
名
（
男
性
30
名
、

女
性
１
０
９
名
）
で
あ
り
、

３
年
間
の
任
用
が
可
能
と
な

り
、
３
年
を
限
度
に
昇
給
し
、

通
勤
手
当
や
期
末
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。

問　
職
員
や
学
校
教
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無
と
対

策
は
。

答　
４
月
に
調
査
を
実
施
し
、

パ
ワ
ハ
ラ
24
・
９
％
、
セ
ク

ハ
ラ
９
・
５
％
、
マ
タ
ハ
ラ

３
・
８
％
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
教
職
員
に
つ
い
て
の

事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
対
策
と
し
て
職
員
研

修
の
実
施
や
相
談
窓
口
体
制

の
整
備
、
職
場
環
境
の
整
備

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て問　
制
度
移
行
に
よ
る
効
果

と
課
題
は
。

答　
民
間
事
業
者
が
有
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
る
目
的
で
あ

る
が
、
各
指
定
管
理
者
の
真

摯
な
取
り
組
み
に
よ
り
一
定

の
評
価
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
の
制
度
移
行
へ
は

施
設
の
老
朽
化
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
有
効
な
活
用
方
法

や
効
果
的
な
運
用
が
出
来
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

○
各
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ

い
て

問　
補
助
金
に
つ
い
て
の
町

の
基
本
的
な
考
え
は
。

答　
必
要
性
と
補
助
率
や
補

助
額
、
対
象
者
等
の
妥
当
性

に
つ
い
て
再
評
価
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
補

助
金
に
つ
い
て
は
団
体
自
体

の
自
主
財
源
の
強
化
や
事
業

運
営
の
効
率
化
等
を
要
請
し

て
い
く
。

▲奥霧島地域商社ツナガルたかはる㈱  事務所

▲皇子原公園の管理事務所
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ここが聞きたい　　　問＆答

前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

○
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問　
要
介
護
１
・
２
の
訪
問

・
通
所
介
護
が
市
町
村
の
総

合
事
業
と
し
て
移
行
さ
れ
る

案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
、
移

行
と
な
っ
た
場
合
、
財
政
難

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答　
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
と
と
も
に
、
介
護
保
険

事
業
準
備
基
金
の
取
り
崩
し

な
ど
、
利
用
者
の
実
情
に
沿

っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
議
論
、
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ど
う
な
る
？
介
護
保
険
事
業

ど
う
な
る
？
介
護
保
険
事
業

問　
要
支
援
１
・
２
は
既
に

総
合
事
業
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
問
題
点

等
は
な
か
っ
た
か
。

答　
問
題
は
な
か
っ
た
。

問　
移
行
と
な
る
こ
と
へ
の

事
業
者
の
声
は
。

答　
方
針
が
決
定
次
第
聞
き

取
り
を
行
う
。

問　
近
い
将
来
改
正
が
あ
る

の
は
必
至
で
あ
る
。
町
独
自

の
対
策
を
。

答　
今
後
独
自
の
事
業
が
あ

る
か
模
索
し
て
い
く
。

問　
社
協
と
連
携
し
、
地
域

の
元
気
な
高
齢
者
を
介
護
助

手
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答　
県
の
審
議
会
で
も
調
査

・
検
討
中
だ
。
注
視
し
な
が

ら
町
内
業
者
の
意
見
を
聞
い

て
い
く
。

○
水
道
業
者
不
足
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
い

て問　
水
道
の
修
理
専
門
業
者

の
公
募
や
、
人
材
育
成
な
ど

早
く
手
を
打
つ
べ
き
だ
。

答　
家
庭
内
の
漏
水
等
に
つ

い
て
は
、
町
内
業
者
や
指
定

事
業
者
の
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
公
共
工
事
の

入
札
も
含
め
、
検
討
し
て
い

く
。
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
へ
の
呼
び
か
け
や
、

国
家
資
格
取
得
の
案
内
な
ど

情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

問　
漏
水
し
た
ま
ま
で
は
本

管
汚
染
の
危
険
も
あ
る
。

答　
広
報
で
周
知
し
て
い
く
。

○
学
校
統
廃
合
後
の
廃
校
の

利
活
用
に
つ
い
て

問　
廃
校
に
な
っ
て
か
ら
の

対
策
で
は
遅
す
ぎ
る
。

答　
検
討
中
で
あ
り
、
今
年

度
中
に
関
係
区
の
区
長
よ
り

聞
き
取
り
を
行
い
た
い
。

問　
ど
う
す
れ
ば
若
者
が
来

て
く
れ
る
の
か
等
、
幅
広
く

意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。

答　
閉
校
後
、
若
者
の
広
い

意
見
を
活
用
し
て
い
く
。

問　
「
た
か
ら
べ
森
の
学
校
」

視
察
の
感
想
は
。

答　
基
本
方
針
な
ど
参
考
に

し
て
い
く
。

問　
町
長
自
ら
先
頭
に
立
っ

て
や
る
べ
き
で
は
。

答　
民
間
活
力
を
活
か
す
こ

と
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

発
想
を
様
々
な
面
か
ら
考
え
、

財
政
的
に
も
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
町

内
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て

台
風
14
号
に
よ
り
、
水
源
地

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
、

水
道
が
断
水
す
る
と
い
う
事

態
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

関
係
者
の
方
の
深
夜
に
わ
た

る
作
業
に
よ
り
仮
復
旧
で
き
、

有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
、
突
然
な
く

な
る
不
自
由
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
今
、
気
候
変

動
に
よ
る
台
風
や
豪
雨
災
害

の
大
規
模
化
な
ど
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
多

く
の
人
た
ち
が
苦
し
み
、
す

べ
て
の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
お
金

の
こ
と
、
経
済
発
展
が
続
く

と
い
う
お
と
ぎ
話
ば
か
り
。

恥
ず
か
し
く
な
い
で
す
か
」

グ
レ
タ
さ
ん
の
言
葉
が
胸
に

刺
さ
り
ま
す
。

　
　
　

    　

(

中
村  　
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議会だより 14

か わ い　　いっせい

①移住のきっかけを教えてください。

　　将来は地方に移住して町おこし関連の仕事

　に就きたいと思いながら、転職活動をしてい

　た際に　高原町”からお声がけを頂いたのが

　最初のきっかけになります。役場の方や地域

　商社の方と面談を通して、　事業承継”や　空

　き家問題”に関する話を伺い、このような問

　題の解決に携わりたいと感じ、移住を決めま

　した。

②実際に高原町に住んでみていかがですか。

　　愛知県や千葉県に住んでいる時から、自分

　自身のリフレッシュ方法は　自然を感じなが

　ら、リラックスをする”ということだったの

　で、自然が凄く身近に感じられる高原町での

　生活はとても楽しいです。

③移住してよかったことは

　　身近な場所に素晴らしい温泉施設がある事

　はとても良かったです。疲れが溜まった時に

　は、温泉に入浴することでとても楽になりま

　す。

　　自然がホントに豊かなので、都会で生活していた時よりも心穏やかに生活出来る事は良かったなと思います。

④高原町に来て驚いたことは

　　宮崎県＝南国”のイメージだったので、昨年１２月に雪が降った事にとても驚きました。

　

⑤高原町のお気に入りの場所は

　　霧島東神社に行く道中にある高原町の町並みを一望出来る場所は初めて高原町に来た時からずっとお気に入

　りの場所になっています。

⑥これからの移住者へのアドバイスは

　　仕事柄町民の方と触れ合う機会がありますが、町民の方々はいつも気さくにお話いただけるので、とても溶

　け込みやすいです。移住された際は、高原町を一緒に盛り上げていきましょう。よろしくお願いします。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

”

”

” ”

 ”


	01 
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14

